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 要 旨   
 視床下部弓状核(ARH)は脳で最も高いカタラーゼ発現レベルを示す領域の 1 つである。

中枢神経系でカタラーゼの働きを通じてエタノールから代謝されるアセトアルデヒドはエ

タノール投与後に観察される行動へ影響を与える。以前の研究では、側脳室または黒質網

様部(SNR)にアセトアルデヒドを注入した場合、エタノールを中枢に投与した時と同様の行

動促進効果を再現した。本研究では、ARH または第 3 脳室にアセトアルデヒドを注入し、

オープンフィールドでの 30分のセッションで観察される運動と立ち上がりに与える影響を

評価した。アセトアルデヒドを ARH に注射すると 20 分間水平運動と立ち上がりを誘導し

た。これと対照的に、アセトアルデヒドを ARH の対照部位背面へ注入した場合は運動に対

して何の影響もなかった。第 3 脳室へのアセトアルデヒド投与も運動を誘導したが、この

領域に投与した場合の効果のタイムコースは ARH への注射した場合のタイムコースと異

なっていた。アセトアルデヒドの ARH 投与は長く運動を誘導したが、脳室内注射では 5 分

後に影響が消えた。以上の結果はアセトアルデヒドを脳の脳室系または特異的な脳核に注

入した場合、アセトアルデヒドが運動活性を刺激することを示す以前の報告と一致してい

る。カタラーゼが多い脳核(すなわち SNR と ARH)がエタノールのアセトアルデヒドへの変

換を介し、ある程度のエタノールの運動刺激効果を仲介することが示された。 
 
 
 

 




